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　�「エッファタ」の
　　東

とうきょう

京パラのさわやかに
日
にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会を支
ささ

える会
かい

　会
かいちょう

長　前
まえだ

田　万
まんよう

葉　枢
すうききょう

機卿

巻
かんとうげん

頭言に代
か

えて

†　キリストの平
へいわ

和
　新

しんがた

型コロナウイルス感
かんせんしょう

染症が世
せ か い

界を席
せっけん

巻
して２年

ねん

が経
け い か

過します。その影
えいきょう

響は私
わたし

たち
教
きょうかい

会にも大
おお

きな影
えいきょう

響をもたらしました。信
しんじゃ

者
が安

あんしん

心して教
きょうかい

会のミサ聖
せいさい

祭に集
つど

う事
こと

もまま
ならず、また教

きょうかいかつどう

会活動、日
にちじょうせいかつ

常生活の中
なか

でも
極
きわ

めて深
しんこく

刻な影
えいきょう

響を受
う

けています。中
なか

でも
重
じゅうど

度の障
しょうがいしゃ

害者は感
かんせん

染すれば命
いのち

にも深
しんこく

刻な影
えいきょう

響
がもたらされるという、大

おお

きな不
ふ あ ん

安の中
なか

で
の生

せいかつ

活を強
し

いられてきました。また、コロ
ナ禍

か

により仕
し ご と

事を解
か い こ

雇され、食
た

べるものも

なく、居
い ば し ょ

場所すら無
な

くした弱
よわ

い立
た ち ば

場の人
ひと

、
外
がいこくじんぎのうじっしゅうせい

国人技能実習生をはじめとした外
がいこく

国の人
ひとびと

々
の生

せいかつ

活は、極
きわ

めて深
しんこく

刻な状
じょうきょう

況に置
お

かれまし
た。教

きょうこう

皇フランシスコも、「新
しんがた

型コロナウイ
ルス感

かんせんしょう

染症のパンデミックのために苦
くる

しんで
いる世

せかいじゅう

界中の人
ひとびと

々のことを思
おも

うとき」（2021
年
ねんびょうしゃ

病者の日
ひ

メッセージ）と、呼
よ

びかけています。
　このような状

じょうきょうか

況下の中
なか

、日
に ほ ん

本カトリック
障
しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会（以
い か

下カ障
しょうれん

連）も活
かつどう

動その
ものが極

きょくたん

端な制
せいげん

限を受
う

け、年
ねん

１回
かいかいさい

開催されて
きた加

かめいだんたい

盟団体との意
いけんこうかんかい

見交換会も中
ちゅうし

止。役
やくいんかい

員会
もズーム会

かい ぎ

議にと影
えいきょう

響を受
う

けてきました。何
なに

より今
ことしあき

年秋に開
かいさい

催が予
よてい

定されていた第
だい

14回
かい

カ
障
しょうれんながさきたいかい

連長崎大会が開
かいさ い で き

催出来ず、来
らいねん

年の秋
あき

に延
えんき

期
となりました。多

おお

くの準
じゅんび

備をしてくださって
いる関

かんけいしゃ

係者の皆
みな

さまには、長
なが

いご苦
くろう

労をかけ
ていますことを心

こころ

より感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。
　私
わたし

たちはこの事
じたい

態を神
かみ

から与
あた

えられた試
しれ ん

練
と受

う

け止
と

め、またこのような時
とき

だからこそ
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更
さら

に困
こんなん

難を抱
かか

えている人
ひと

たちに寄
よ

り添
そ

える
活
かつどう

動を目
め ざ

指さなければなりません。イエスは、
「本
ほんにん

人が罪
つみ

を犯
おか

したからでも、両
りょうしん

親が罪
つみ

を犯
おか

し
たからでもない。神

かみ

の業
わざ

がこの人
ひと

に現
あらわ

れるた
めである。」（ヨハネ９・３）という宣

せんきょうしゃ

教者の
使
しめ い

命を障
しょう

害
がい

者
しゃ

にも届
とど

けておられるのです。わ
たしは、東

とうきょう

京パラリンピックにその証
あかし

を見
み

た
ような気

き

がいたします（「エッファタ」の東
とうきょう

京
パラのさわやかに）。共

とも

に寄
よ

り添
そ

い、疎
そがい

外せず、
共
とも

に宣
せんきょうしゃ

教者となってまいりましょう。
　最

さい ご

後になりましたが、昨
さくねん

年も当
とう

「支
ささ

える
会
かい

」に90万
まんえん

円にも及
およ

ぶ支
しえんきん

援金をいただき
ましたことを心

こころ

から感
かんしゃもう

謝申し上
あ

げます。特
とく

に、カトリック幼
ようちえん

稚園や学
がっこう

校の皆
みな

さまから

　日
にほん

本カトリック

　聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の会
かい

（日
にっ

カ聴
ちょうかい

会）

　　　　　　　　　　会
かいちょう

長　白
しらやなぎ

柳　　聡
さとし

　当
とうかい

会は1983年
ねん

に京
きょうとかわらまちきょうかい

都河原町教会で初
はじ

めて
100名

めい

くらい集
あつ

まり、1986年
ねん

９月
がつ

には第
だい

１
回
かいたいかい

大会が横
よこはま

浜カトリックセンターで開
かいさい

催され
ました。同

どうねん

年12月
がつ

に「カ障
しょうれん

連」の構
こうせいだんたい

成団体
に加

かにゅう

入して以
いら い

来、今
こ と し

年で35年
ね ん め

目です。昔
むかし

は
ろう信

しんじゃ

者が100名
めい

ほどいましたが、今
いま

は60
名
めい

くらいに減
へ

り、現
げんざい

在、札
さっぽろ

幌、東
とうきょう

京、横
よこはま

浜、
名
な ご や

古屋、広
ひろしま

島、長
ながさき

崎の各
かくきょうくちょうかくしょうがいしゃ

教区聴覚障害者の会
かい

が中
ちゅうしん

心となって活
かつどうちゅう

動中です。
　昨
さくねん

年１月
が つ い ご

以後、コロナ禍
か

によりミサ非
ひこうかい

公開
が続

つづ

いていましたが、Zoomによる会
かい ぎ

議を開
ひら

いて、各
かくきょうく

教区の教
きょうかい

会ミサ情
じょうほう

報を交
こうかん

換したり、
字
じま く

幕付
つ

きや手
しゅわつうやくつ

話通訳付きのYouTube動
ど う が

画ミ
サ情
じょうほう

報を知
し

らせ合
あ

ったりして、今
いま

までになか

全
ぜんこく

国の障
しょうがい

害のある
仲
なかま

間を知
し

るシリーズ

日
にほん

本カトリック聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の会
かい

　活
かつどうしょうかい

動紹介
・1983年

ねん

10月
がつ

　�「全
ぜんこくちょうかくしょうがいしゃ

国聴覚障害者の集
つど

い」開
かいさい

催。（京
きょうと

都�
河
かわらまちきょうかい

原町教会にて）
・1985年

ねん

９月
がつ

振
ふり こ み さ き

込 先：郵
ゆうびんきょくふりかえ

便局振替
　　　　　口

こうざばんごう

座番号 00830-6-45785
加
かにゅうしゃめい

入者名：カ障
しょうれん

連を支
ささ

える会
かい

の高
こうがくけんきん

額献金には心
こころう

打たれました。小
しょうきょうく

教区、
修
しゅうどうかい

道会、学
がっこう

校はじめ各
かくしゅだんたい

種団体の皆
みな

さまもポ
ストコロナを見

み す

据えた準
じゅんび

備と活
かつどう

動が行
おこな

われ
ますよう心

こころ

よりお祈
いの

り申
もう

し上
あ

げます。また、
2022年

ねん

のカ障
しょうれんぜんこくたいかい

連全国大会が長
ながさき

崎で無
ぶじ か い さ い

事開催
されるためにも、来

らいねんど

年度のご支
しえん

援を賜
たまわ

ります
よう、下

か き

記へのお振
ふりこ

込みにご理
りかい

解とご協
きょうりょく

力の
ほど心

こころ

よりお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げます。

った「つながり」や「画
がぞうぎじゅつ

像技術」が広
ひろ

がり、
有
ゆ う い ぎ

意義な面
めん

がたくさんありました。来
らいねん

年には
第
だい

13回
かい め

目の「日
にっ

カ聴
ちょうかいたいかい

会大会」が可
かのう

能かどうか、
また、黙

もくそうかい

想会も検
けんとうちゅう

討中です。
　これからの重

じゅうよう

要な課
かだ い

題として、来
らいねん

年にミサ
式
しきしだい

次第が変
へんこう

更されることに伴
ともな

い、「手
しゅ わ

話でさ
さげるミサ」本

ほんかいてい

改訂のために全
ぜんこくしゅわけんきゅうかい

国手話研究会
では、全

ぜんこく

国の手
しゅわけんきゅういん

話研究員がZoom会
かい ぎ

議で話
はな

し
合
あ

い、手
しゅわ

話ミサ式
しきしだい

次第の再
さいけんきゅう

研究を始
はじ

めていま
す。私

わたし

たちの活
かつどう

動はこれからもずっと続
つづ

きま
す!!!
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　�カトリック手
しゅわけんきゅうかいかいさい

話研究会開催。（静
しずおかけん

岡県�
裾
す そ の し

野市の聖
せいしんかいやま

心会山の家
いえ

にて）
・1986年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

１回
かい

「全
ぜんこく

国カトリック聴
ちょうかくしょうがいしゃたいかい

覚障害者大会」
（以

い か

下「全
ぜん

カ聴
ちょうたいかい

大会」）開
かいさい

催。（横
よこはま

浜カトリ
ックセンターにて）

・1986年
ねん

12月
がつ

　�臨
りんじしきょうしゅうかい

時司教集会で「全
ぜん

カ聴
ちょうかい

会」が公
こうにん

認され、「カ
障
しょうれん

連」の構
こうせいだんたい

成団体として活
かつどう

動を始
はじ

める。
・1989年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

２回
かい

「全
ぜん

カ聴
ちょうたいかい

大会」長
ながさきたいかいかいさい

崎大会開催。
・1990年

ねん

４月
がつ

　�「手
しゅ わ

話によるミサ式
しきしだい

次第」書
しょ

がカトリック
中
ちゅうおうきょうぎかい

央協議会から発
はっこう

行される。
・1992年

ねん

10月
がつ

　�第
だい

３回
かい

「全
ぜん

カ聴
ちょうたいかい

大会」大
おおさかたいかいかいさい

阪大会開催。
・1995年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

４回
かい

「全
ぜん

カ聴
ちょうたいかい

大会」名
なごやたいかいかいさい

古屋大会開催。
・1998年

ねん

７月
がつ

　�第
だい

５回
かい

「全
ぜん

カ聴
ちょうたいかい

大会」北
ほっかいどうたいかいかいさい

海道大会開催。
・2001年

ねん

８月
がつ

　�カトリック中
ちゅうおうきょうぎかい

央協議会より「日
にほん

本カトリッ
ク聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の会
かい

」（以
い か

下「日
にっ

カ聴
ちょうかい

会」）が
公
こうにんだんたい

認団体として承
しょうにん

認される。
・2001年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

６回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」東
とうきょうたいかいかいさい

京大会開催。
・2004年

ねん

10月
がつ

　�第
だい

７回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」広
ひろしまたいかいかいさい

島大会開催。
・2007年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

８回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」長
ながさきたいかいかいさい

崎大会開催。
・2010年

ねん

10月
がつ

　�「 カ ト リ ッ ク 用
よ う ご

語 の 手
しゅわひょうげん

話 表 現 」 と
「使

しとしんじょう

徒信条の手
しゅわひょうげん

話表現」冊
さっし

子を全
ぜんこく

国で発
はっこう

行。
・2010年

ねん

10月
がつ

　�第
だい

９回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」横
よこはまたいかいかいさい

浜大会開催。
・2012年

ねん

７月
がつ

　�「日
ひ び

々の祈
いの

りの手
しゅわひょうげん

話表現」冊
さ っ し

子を全
ぜんこく

国で
発
はっこう

行。
・2013年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

10回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」札
さっぽろたいかいかいさい

幌大会開催。
・2016年

ねん

８月
がつ

　�第
だい

11回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」名
なごやたいかいかいさい

古屋大会開催。
・2019年

ねん

９月
がつ

　�第
だい

12回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」東
とうきょうたいかいかいさい

京大会開催。

【今
こんご

後の活
かつどうよてい

動予定】
※�第
だい

13回
かい

「日
にっ

カ聴
ちょうたいかい

大会」総
そうかいかいさい

会開催。
※全

ぜんこく

国の会
かいいん

員による黙
もくそうかい

想会（岡
おかやまよてい

山予定）
※�ミサ式

しきしだいへんこう

次第変更のため、全
ぜんこくしゅわけんきゅうかい

国手話研究会
に て「 手

し ゅ わ

話 で さ さ げ る ミ サ 」 本
ほん

の
手
しゅわかいていけんきゅう

話改訂研究

【現
げんざい

在の日
に ほ ん

本カトリック聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の
会
かいこうにんだんたい

公認団体】
＊カトリック札

さっぽろしきょうくちょうかくしょうがいしゃ

幌司教区聴覚障害者の会
かい

＊東
とうきょう

京カトリック聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の会
かい

＊横
よこはまきょうくちょうかくしょうがいしゃ

浜教区聴覚障害者の会
かい

＊カトリック名
なごやきょうくちょうかくしょうがいしゃ

古屋教区聴覚障害者の会
かい

＊�広
ひろしまきょうくちょうかくしょう

島教区聴覚障がい者
しゃ

と健
けんちょうしゃ

聴者の集
つど

い「主
しゅわ

和の輪
わ

」
＊�長

ながさき

崎カトリック聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者の会
かい

・
長
な が さ き し ぶ

崎支部「主
しゅわかい

和会」・佐
さ せ ぼ し ぶ

世保支部「み
ことば会

かい

」

　吃
きつおん

音グループ・

　ノトケールの会
かい

　　　　事
じむきょくちょう

務局長　佐
さとう

藤　　了
りょう

　助
じょさい

祭

　「ついに同
どうし

志が現
あらわ

れた！」2018年
ねん

12月
がつ

のあ
る日

ひ

、ドミニコ会
かい

フランス・トゥール修
しゅうどういん

道院
に暮

く

らしていた私
わたし

は心
こころ

で叫
さけ

んだ。日
にほ ん

本から
届
とど

いたカトリック新
しんぶん

聞のその号
ごう

には、全
ぜんこく

国カ
障
しょうれん

連の役
やくいん

員でもある田
たなかみのるし

中実氏が、カトリック
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　東
とうきょう

京オリーブの会
かい

　　　　　　　　　　代
だいひょう

表　吉
よしだ

田　久
ひさえ

枝

　「東
とうきょう

京オリーブの会
かい

」は精
せいしんしょう

神障がい者
しゃおよ

及び
その家

かぞく

族の自
じじょ

助グループです。
　世

よ

の中
なか

がますます複
ふくざつか

雑化し、生
い

きづらさ、
精
せいしん

神を病
や

む人
ひと

が増
ふ

え続
つづ

けています。
　精
せいしんしょう

神障がい者
しゃ

がこれからの世
よ

の中
なか

を生
い

き抜
ぬ

くために、同
おな

じ信
しんこう

仰を祈
いの

り生
い

きる者
もの

、同
おな

じ障
しょう

がいのある者
ものどうし

同士が出
で あ

会い、交
まじ

わりをもつこ
とにより、平

へいわ

和と希
きぼう

望そして生
い

きる力
ちから

が与
あた

え
られることを願

ねが

って2000年
ねん

２月
がつ

に始
はじ

まりま
した。
　弱

よわ

さの中
なか

で神
かみ

に愛
あい

されていることを信
しん

じ、
弱
よわ

さの中
なか

から福
ふくいん

音を生
い

きる喜
よろこ

びを伝
つた

え合
あ

うこ
とができるように願

ねが

っています。
　皆
みな

さまのご参
さんか

加をお待
ま

ちしています。共
とも

に
歩
あゆ

みましょう。
東
とうきょう

京オリーブの会
かい

が大
たいせつ

切にしたいこと
●�病

びょうき

気の症
しょうじょう

状や生
せいかつじょうきょう

活状況の困
こんなん

難さなどで、
参
さんか

加しにくい人
ひと

が安
あんしん

心してメンバーでいら
れる、参

さんか

加できるよう心
こころが

掛けています。
　例

れいかい

会に出
で

られないメンバーには手
て が み

紙や、
電
でん わ

話で連
れんらく

絡を取
と

って体
たいちょう

調や近
きんきょう

況を話
はな

しあい、
特
とく

に一
ひ と り ぐ

人暮らしのメンバーが多
おお

いので孤
こりつ

立し
ないよう、ぬくもりのある交

こうりゅう

流を大
たいせつ

切にして
います。
　殊

こと

にここ数
すうねん

年のコロナウイルスの脅
きょうい

威は
尋
じんじょう

常でなく、感
かんせん

染リスクに怯
おび

えストレスも
限
げんかい

界、一
いちにちじゅうだれ

日中誰ともしゃべっておらず外
がいしゅつ

出も
できない。主

し ゅ じ い

治医の受
じゅしん

診も躊
ちゅうちょ

躇していると
悲
ひつ う

痛な叫
さけ

びがあり、やっと生
なま

の声
こえ

が聞
き

けて
安
あんしん

心できたと話
はな

す仲
な か ま

間の声
こえ

に、あらためて
緊
きんきゅうじ

急時の電
でんわ

話のありがたさを痛
つうかん

感します。

カトリック信
しんじゃ

者でない人
ひと

、吃
きつおんとうじしゃ

音当事者でない
人
ひと

もメンバーに迎
むか

え、広
ひろ

い視
し や

野を持
も

って豊
ゆた

か
な出

で あ

会いを生
い

きることを目
め ざ

指している。

吃
きつおんしゃ

音者グループを結
けっせい

成したとの記
き じ

事。私
わたし

は
すぐに、参

さんか

加したい旨
むね

を手
てが み

紙にしたため、カ
障
しょうれんじむきょく

連事務局の住
じゅうしょ

所へ田
たなか し あ て

中氏宛の国
こくさいゆうびん

際郵便を送
おく

った。私
わたしじしん

自身、物
ものごころ

心ついてからの吃
きつおんしょうがい

音障害で、
家
かて い

庭、学
がっこう

校、職
しょくば

場、そして教
きょうかい

会でも、無
む り か い

理解
と偏

へんけん

見にさらされて、人
じんせい

生をしんどいと感
かん

じ
続
つづ

けてきた。同
どう じ

時に、その経
けいけん

験が私
わたし

の中
なか

で
キリストへの信

しんこう

仰を強
つよ

め深
ふか

めたのも事
じじつ

実。だ
から、いつか教

きょうかいない

会内で同
おな

じ障
しょうがい

害を持
も

つ人
ひと

た
ちと交

こうりゅう

流したいという思
おも

いを抱
いだ

いていた。こ
の出

で き ご と

来事がきっかけの一
ひと

つにもなって日
にほん

本の
教
きょうかい

会で働
はたら

きたいという意
い し

思を固
かた

めた私
わたし

は、12
年
ねん く

暮らしたフランスから2020年
ねん

に帰
きこく

国した。
　「言

こと ば

葉を話
はな

す」という人
にんげん

間の根
こんぽんてき

本的な行
こう い

為
に関
かん

するこの障
しょうがい

害によって、当
とうじしゃ

事者は生
せいかつ

活の
全
ぜんぱん

般にわたって大
おお

きな困
こんなん

難に直
ちょくめん

面する。そし
て、世

よ

の中
なか

での吃
きつおんしゃ

音者への侮
ぶべ つ

蔑・嘲
ちょうしょう

笑。「ほ
かの障

しょうがい

害に比
くら

べれば大
たい

したことではない」と
か、「どんな人

にんげん

間にもそれぞれ悩
なや

みがある」
などと、的

まとはず

外れな「障
しょうがい

害の無
む か

化」によって、
吃
きつおんしゃ

音者がなおさら苦
くる

しめられることも多
おお

い。
科
かがくてき

学的に原
げんいん

因も特
とくてい

定されず、有
ゆうこう

効な治
ちりょうほう

療法も
発
はっけん

見されていない吃
きつおん

音について、「こうすれ
ば治

なお

る」などといった根
こんきょ

拠のない様
さまざま

々な俗
ぞくせつ

説
が流

る ふ

布され、何
なん

の専
せんもんてきちしき

門的知識もない非
ひきつおんしゃ

吃音者
によって、「なぜ治

なお

さないのか」と吃
きつおんしゃ

音者が
傷
きず

つけられることも。教
きょうかい

会とて例
れいがい

外ではない。
だから、私

わたし

たちは教
きょうかい

会の中
なか

であえて活
かつどう

動を始
はじ

めた。
　現

げんざい

在、グループは全
ぜんこく

国カ障
しょうれん

連に加
か め い

盟し、
正
せいかいいん

会員と賛
さんじょかいいん

助会員・ネット会
かいいんあ

員合わせて
名
めいぼじょう

簿上は20名
め い た

足らず。目
もっ か

下、教
きょうかいがい

会外へも開
ひら

きながら、まずは教
きょうかいない

会内で存
そんざい

在を知
し

ってもら
い、つながりを作

つく

ることにあたっている。ち
なみに、グループの愛

あいしょう

称「ノトケールの会
かい

」は、
吃
きつおんしゃ

音者の守
しゅごふくしゃ

護福者Notker Balbulus（840 ？
－912　ベネディクト会

かい し

士）に由
ゆら い

来。カトリ
ック信

しんこう

仰と吃
きつおんしょうがい

音障害を軸
じく

に体
たいけん

験を分
わ

かち合
あ

い
ながら啓

けいはつ

発に取
と

り組
く

むことを目
もくてき

的としつつ、
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＊定
ていれいかい

例会
偶
ぐうすうづき

数月（４・６・８・10・12月
がつ

）の第
だい

２
日
にちようび

曜日　午
ご ご

後２時
じ

から４時
じ

場
ばし ょ

所　�幼
おさな

きイエス会
かい

（ニコラ・バレ）
　　　JR四

よ

ッ谷
やえ き げ し ゃ

駅下車２分
ふん

　　　�但
ただ

し２月
がつ

の「世
せかいびょうしゃ

界病者の日
ひ

」はカテド
ラルのカトリックセンターで行

おこな

います。
＊黙
もくそうかい

想会
　�司

しさ い

祭、教
きょうかいかんけいしゃ

会関係者など多
おお

くの講
こうし

師に依
いら い

頼
（心
こころ

の病
やまいとうじしゃ

当事者に直
ちょくせつであ

接出会い、ともに祈
いの

り

●ともに祈
いの

る
　お互

たが

いが体
たいちょう

調や生
せいかつ

活を素
す

のままに見
み

つめて
分
わ

かち合
あ

うなかでの祈
いの

りは、神
かみ

への信
しんらい

頼をよ
り強
つよ

くし生
い

きる力
ちから

に高
たか

められています。
●仲

なかま

間を訪
たず

ねる
　心
こころ

を病
や

む仲
なか ま

間は私
わたし

たちだけではなく全
ぜんこく

国に
います。そして幸

さいわ

いにも私
わたし

たちは「カトリッ
ク障
しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会」（カ障
しょうれん

連）に加
かめ い

盟して
おり、３年

ねん

ごとの全
ぜんこくたいかい

国大会の誘
さそ

いを受
う

けてい
ます。
　私
わたし

たちの病
やまい

は回
かいふく

復したかのように思
おも

える時
とき

でも突
とつじょ

如、体
たいちょう

調を崩
くず

して症
しょうじょう

状が悪
あっ か

化してしま
うことがあります。体

たいちょう

調に波
なみ

があり、いつ
もピンピン元

げん き

気というわけではありません。
一
ひとり

人で遠
とお

くに旅
たび

することが難
むずか

しい仲
なかま

間がほと
んどです。
　そんな中

なか

でカ障
しょうれん

連の全
ぜんこくたいかい

国大会は絶
ぜっこう

好のチャ
ンス、自

じ こ ふ た ん ひ よ う

己負担費用も考
こうりょ

慮され少
すく

なくて済
す

む
（それでも私

わたし

たち毎
まいつき

月ぎりぎりの生
せいかつひ

活費を何
なん

とかやりくりしている身
み

には大
たいきん

金）。
　「オリーブの仲

な か ま

間と一
いっしょ

緒なら行
い

ける」と
勇
ゆ う き

気を出
だ

して、2015年
ねんさっぽろたいかい

札幌大会に当
とうじしゃ

事者、
家
かぞ く

族のほか精
せ い し ん か い

神科医の協
きょうりょくどうこう

力同行も得
え

て15名
めい

で参
さん か

加。べてるの家
いえ

の仲
なか ま

間を訪
たず

ねた時
とき

はあた
たかな出

でむか

迎えと夕
ゆうしょく

食に招
まね

かれたおもてなしの
席
せき

で、互
たが

いの病
やまい

をも分
わ

かち合
あ

って友
とも

を訪
たず

ねる

喜
よろこ

びを体
たいけん

験しました。
　引

ひ

き続
つづ

き３年
ね ん ご

後の横
よこはまたいかい

浜大会、終
しゅうりょうご

了後の
中
ちゅうかがい

華街での食
しょくじ

事に笑
えがお

顔がこぼれました。
　次

じか い

回の長
ながさきたいかい

崎大会は遠
えんぽう

方ですが、コツコツ
貯
ちょきん

金をして準
じゅんび

備をしているメンバーもいま
す。世

せか い い さ ん

界遺産の教
きょうかい

会、原
げんばくひばくち

爆被爆地での祈
いの

り、
そして何

なに

よりも長
ながさき

崎のこころ病
や

む仲
なか ま

間を訪
たず

ね
て互

たが

いに交
こうりゅう

流し生
い

きる喜
よろこ

びを祈
いの

り、分
わ

かち合
あ

いたいと願
ねが

っています。

この病
びょうき

気を理
りかい

解していただくことをも願
ねが

う）
＊散

さんさく

策、学
がくしゅうかい

習会、バザー出
しゅってん

店（教
きょうかい

会ほか）
＊�年

ねんかいひ

会費　1,000円
えん

（通
つうしんひ

信費、会
かいじょうひ

場費など
に使

つか

います）
＊�日

にほ ん

本カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらくきょうぎかい

絡協議会に加
かめい

盟

「東
とうきょう

京オリーブの会
かい

」連
れんらくさき

絡先
201-0012　東

とうきょうとこまえしなかいずみ

京都狛江市中和泉5-16-6
吉
よしだひさえかた

田久枝方
TEL　090-1408-1591

　パラリンピック開
かいさい

催に
　　賛

さんせい

成・反
はんたい

対・感
かんそう

想について

事
じむきょくちょう

務局長　小
こいけ

池　政
まさお

男

　前
ぜんかいごう

回号でパラリンピック開
かいさい

催について
の賛

さんせい

成・反
はんたい

対・感
かんそう

想をお願
ねが

い致
いた

しました
が残

ざんねん

念ながら寄
き こ う

稿は頂
いただ

けませんでした。そ
こで前

ぜん

カ障
しょうれんかいちょう

連会長の宮
みやなが

永さんがイエズス
会
かいしゃかいしぼくつうしん

社会司牧通信に投
とうこう

稿されておりましたので
関
かんけいしゃ

係者の了
りょうかい

解を頂
いただ

きまして掲
けいさい

載させて頂
いただ

きます。
　さらに小

こいけいちこじん

池一個人としてネット等
など

の資
しりょう

料か
らあらためてパラリンピックについて調

しら

べた
結
けっか

果を掲
けいさい

載させていただきました。
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　パラリンピック
　　是

ぜ

か否
ひ

かの一
いちこうさつ

考察

事
じむきょくちょう

務局長　小
こいけ

池　政
まさお

男

はじめに
　2020東

とうきょう

京オリンピックとパラリンピック
がコロナ禍

か

で１年
ねんえんき

延期され、さらにコロナが
収
おさ

まらない状
じょうきょうか

況下でオリンピック・パラリン
ピック開

かいさい

催への反
はんたいいけん

対意見が多
おお

い中
なかかいさい

開催されま
した。
　その反

はんたいいけん

対意見の中
なか

でパラリンピックは
優
ゆうせいしそう

生思想を助
じょちょう

長するものだと聞
き

いて、どうい
うことだろうかと感

かん

じました。私
わたし

はパラリン
ピックは優

ゆうせいしそう

生思想を払
ふっしょく

拭するために開
かいさい

催して
いるのではないかと思

おも

っていましたので、あ
らためてカ障

しょうれん

連としても皆
みな

さんからのご意
いけん

見
をお聞

き

きしたいと前
ぜんかいごう

回号にお願
ねが

いしたところ
です。しかし今

こんかい

回は期
き じ つ

日も早
はや

かったせいか
寄
きこう

稿を頂
いただ

くことが出
で き

来ませんでしたので、私
わたし

なりにネット資
しりょう

料から一
いちこうさつ

考察を書
か

かせて頂
いただ

き
ました。
１　パラリンピック設

せつりつけいい

立経緯
　障
しょうがい

害のある人
ひと

が個
こじんてき

人的に運
うんどう

動として行
おこな

って
いたことは紀

きげんぜん

元前からあったとのことです
が、それが組

そしきてき

織的になってスポーツ活
かつどう

動を始
はじ

めたのは19世
せい き い こ う

紀以降とのことです。
　19世

せ い き

紀、イギリスでは第
だい

１次
じ

や第
だい

２次
じ

の
世
せかいたいせん

界大戦で脊
せきついそんしょう

椎損傷などになった負
ふしょうへい

傷兵の
治
ちりょう

療と社
しゃかいふっき

会復帰を目
め ざ

指すようになり、それが
他
ほか

の欧
おうしゅう

州の国
くにぐに

々に広
ひろ

がり国
こくさいてき

際的スポーツ大
たいかい

会
へと発

はってん

展したそうです。
　さらに障

しょうがいたいしょうしゃ

害対象者も脊
せきついそんしょう

椎損傷などだけでな
く視

しかくしょうがいしゃ

覚障害者や知
ちてきしょうがいしゃ

的障害者、脳
のうせいまひしょうがい

性麻痺障害、
手
てあ し

足を切
せつだん

断された方
かた

も参
さん か

加するようになり、
オリンピック開

かいさいじ

催時に合
あ

わせてパラリンピッ
クも開

かいさい

催されるようになりました。
　だからといって全

すべ

ての障
しょうがいしゃ

害者が参
さ ん か で き

加出来る

のではないようです。IPC（国
こくさい

際パラリンピ
ック委

いいんかい

員会）の選
せんこうきじゅん

考基準に認
みと

められた選
せんしゅ

手の
みが参

さんか

加できるということだそうです。
　参

さ ん か で き

加出来る障
しょうがいしゃ

害者は視
しかく

覚、知
ちてき

的、脳
のうせ い ま ひ

性麻痺、
切
せつだん

断・機
きのうしょうがい

能障害（立
りつい

位）（車
くるま

いす、投
とう

てき台
だい

）、
義
ぎそくそうちゃく

足装着の方
かた

たちで、聴
ちょうかく

覚と精
せいしんしょうがいしゃ

神障害者
は参

さ ん か

加することは出
で き

来ないそうです。なお
聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者は「デフリンピック」という別
べつ

の国
こくさいたいかい

際大会が開
かいさい

催されているそうです。
２　パラリンピックの目

もくてき

的は
　IPC（国

こくさい

際パラリンピック委
いいん か い

員会）は
2003年

ねん

の総
そうかい

会で公
こうひょう

表したビジョンでは「パ
ラアスリートがスポーツにおける卓

たくえつ

越した
能
のうりょく

力を発
はっ き

揮し、世
せかい

界に刺
しげき

激を与
あた

え興
こうふん

奮させる
ことができるようにすること」とアスリート
を中
ちゅうしん

心に置
お

いています。
　さまざまな障

しょうがい

害のあるアスリートたちが
創
そうい く ふ う

意工夫をこらして限
げんかい

界に挑
いど

むパラリンピッ
クは、誰

だれ

もが個
こせい

性や能
のうりょく

力を発
はっ き

揮し活
かつやく

躍できる
公
こうへい

平な機
きかい

会が与
あた

えられている場
ば

です。
　アスリートが困

こんなん

難なことがあってもあきら
めずに限

げんかい

界に挑
ちょうせん

戦し続
つづ

ける姿
すがた

は、見
み

る者
もの

に驚
おどろ

きや感
かんどう

動を与
あた

え、元
げんき

気や勇
ゆうき

気を生
う

み出
だ

すなど、
特
とく

に子
こ

どもたちにとっては素
す ば

晴らしい刺
しげき

激に
なると言

い

われています。
　パラリンピックの一

いちばん

番の価
か ち

値は、社
しゃかい

会を変
か

えていく力
ちから

があることです。「失
うしな

われた機
きの う

能
を数
かぞ

えるのではなく、残
のこ

された機
きのう

能を最
さいだいげん

大限
に活

い

かそう」という精
せいしん

神で、それぞれのスポ
ーツにおいて限

げんかい

界に挑
ちょうせん

戦していくアスリート
の姿
すがた

に接
せっ

することで、それを見
み

ていた人
ひと

たち
に大
おお

きな感
かんどう

動を与
あた

え、障
しょうがいしゃ

害者の人
ひと

たちがこん
な素

す ば

晴らしいことが出
で き

来るのに今
いま

までは社
しゃかい

会
がその可

かのうせい

能性を見
みいだ

出していなかったのだと気
き

づいてもらうと社
しゃかい

会は大
おお

きく変
か

わってくれる
のではないか、そのためには東

とうきょう

京パラリンピ
ックを成

せいこう

功させなければならないと東
とうきょう

京パラ
リンピック委

いいんかい

員会の方
かた

が述
の

べています。

8



３�　最
さいきん

近の各
かっこく

国のパラリンピックの取
と

り組
く

み
体
たいせい

制について
12012年

ねん

ロンドンパラリンピック体
たいせい

制
　パラリンピックがオリンピック同

どうじかいさい

時開催と
なり各

かくたいかいかいさいち

大会開催地で大
おお

きな変
へ ん か

化がみられる
ようになりました。特

とく

に2012年
ねん

のロンドン
パラリンピックでは、開

かいさいまえ

催前から幼
ようちえん

稚園から
高
こうこう

校までの教
きょういくきかん

育機関がパラリンピックやパラ
アスリート（出

しゅつじょうせんしゅ

場選手）に関
かんれん

連した教
きょうざい

材で
授
じゅぎょう

業や体
たいけん

験を行
おこな

う教
きょういく

育をして、学
まな

んだ子
こども

供た
ちが両

りょうしん

親にその魅
みりょく

力を伝
つた

えたことで、大
おとな

人た
ちもパラリンピックに関

かんしん

心を持
も

ち大
たいかい

会を成
せいこう

功
させることが出

で き

来た。その後
あと

の大
たいかい

会もこのシ
ステムが使

つか

われるようになりました。メディ
アも大

たいかいまえ

会前からパラリンピックや選
せんしゅ

手たちの
紹
しょうかい

介を含
ふく

めて取
と

り上
あ

げて、パラリンピックや
選
せんしゅ

手の社
しゃかいてきかんしん

会的関心を強
つよ

めました。
　その結

けっか

果、ロンドンではパラリンピックを
境
さかい

に、成
せいじん

人の３分
ぶん

の１の2,000万
まんにん

人が障
しょうがいしゃ

害者
に対
たい

して態
たいど

度が変
か

わったとアンケートが示
しめ

し
ているそうです。
22008年

ねんぺきん

北京パラリンピック体
たいせい

制
　同

おな

じくロンドン大
たいかい

会の前
まえ

の2008年
ねん

の北
ぺき ん

京
パラリンピックでの中

ちゅうごく

国も１億
おく

2,400万
まん

ユー
ロ以
いじょう

上の費
ひよう

用を掛
か

けて大
たいかいかいじょうきんこう

会会場近郊だけでな
く中
ちゅうごくぜんど

国全土の道
どうろ

路、交
こうつうきかん

通機関、公
こうきょうしせつ

共施設、ホ
テル、万

ばんり

里の長
ちょうじょう

城といった主
しゅようかんこう

要観光スポット
など、約

やく

14,000か所
しょ

を対
たいしょう

象に大
だ い き ぼ

規模なバリ
アフリー化

か

の施
しせ つ せ い び

設整備を行
おこな

ったと国
こくさい

際パラリ
ンピック委

いいんかい

員会から発
はっぴょう

表されました。
　さらに開

かいさいねん

催年に障
しょうがい

害のある人
ひと

に対
たい

する
改
かいせいほう

正法が施
せ こ う

行され、障
しょうがい

害のある人
ひと

が平
びょうどう

等に
社
しゃかいせいかつ

会生活に参
さ ん か で き

加出来るよう、社
しゃかいほしょう

会保障や雇
こよう

用
の改

かいぜん

善、アクセシビリティ（利
りようしゃ

用者が機
き き

器、
サービスを円

えんかつ

滑に利
りよう

用されること）を促
そくしん

進す
るという内

ないよう

容が盛
も

り込
こ

まれており、中
ちゅうごくしゃかい

国社会
の変

へんか

化を後
あとお

押しする大
おお

きな一
いっぽ

歩になったよう
です。

3�2014年
ねん

ロシアのソチパラリンピック体
たいせい

制
　ハード面

めん

で飛
ひや く

躍を遂
と

げた中
ちゅうごく

国に対
たい

して、ソ
フト面

めん

で飛
ひや く

躍を遂
と

げたのが2014年
ねん

ロシアで
のソチパラリンピックでした。
　まずロシアでは初

はじ

めてボランティア運
うんどう

動が
発
はってん

展したことである。
　各

か く ち く

地区にボランティアセンターを作
つく

り、ボ
ランティアのトレーニングベースになり、
2,800ものパラリンピック関

かんれん

連のプロジェク
トが実

じっし

施されました。
　その一

ひと

つとして大
たいかいかんれんしせつ

会関連施設や横
おうだんほどう

断歩道
などで、車

くるま

いすマークのある駐
ちゅうしゃじょう

車場、
視
しかくしょうがいしゃ

覚障害者のためにアクセシビリティ（利
りよう

用
の便

べんりせい

利性）、車
くるま

いす用
よう

のエレベーターなどボ
ランティアが見

み

つけ出
だ

しリスト化
か

。バリアフ
リー情

じょうほう

報として掲
けいさい

載した。
　このソチの例

れい

はその後
あと

も続
つづ

けられ、現
げんざい

在で
は国

こくない

内の200都
と し

市にアクセシビリティマップ
が作
つく

られている。
　大
たいかいかんけいしゃ

会関係者のボランティア担
たんとう

当をしたマネ
ージャーは「パラリンピックはロシア全

ぜんたい

体を
変
か

え、国
こくみん

民を一
ひと

つにし、障
しょうがい

害のある人
ひと

たちに
対
たい

する社
しゃかい

会の態
たいど

度を変
か

えた」。
　その後

あと

の2016年
ねん

のリオパラリンピックも
これを引

ひ

き継
つ

いだ。
4�2016年

ねん

のブラジルのリオパラリンピック
体
たいせい

制
　リオもアクセシビリティに100万

まん

ユ
ーロ近

ちか

く掛
か

けて道
ど う ろ

路の整
せ い び

備、スロープ、
視
しかくしょうがいしゃようゆうどう

覚障害者用誘導ブロックの設
せっ ち

置と法
ほうてき

的な
整
せい び

備も進
すす

み、交
こうつう

通、住
じゅうきょ

居、サービス、教
きょういく

育、
スポーツ、市

しみんけん

民権の行
こうし

使における障
しょうへき

壁を取
と

り
除
のぞ

く新
あたら

しい法
ほうりつ

律も出
で き

来た。
　メディアに関

かん

する数
すうじ

字も特
とくひつ

筆に値
あたい

する。
　リオパラリンピックは154の国

くに

と地
ちい き

域でテ
レビ放

ほうえい

映され41億
おくにん

人が視
しちょう

聴した。これは今
いま

ま
でで最

さいこう

高の視
しちょうしゃ

聴者だった。更
さら

にブラジル国
こくない

内
の放

ほうそう

送も247時
じかんるいけいしちょうしゃすう

間累計視聴者数は４億
おく

7200
万
まんにん

人に達
たっ

した。テレビ観
かんせん

戦をきっかけに、ブ
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ラジルの多
おお

くの人
ひと

たちが障
しょうがいしゃ

害者に対
たい

する意
いし き

識
を変

か

えたに違
ちが

いないと。実
じっさい

際その後
あと

もアクセ
シビリティか改

かいぜん

善されており、その後
あと

のパラ
大
たいかい

会でもボランティアが継
けいぞく

続されている。
　さらにリオパラリンピック後

ご

の障
しょうがいしゃ

害者の
就
しゅうしょくりつ

職率は開
かいさいまえ

催前から49％も増
ぞうか

加している。
52020年

ねんとうきょう

東京パラリンピック体
たいせい

制
　それでは東

とうきょうたいかい

京大会はどのようなことが行
おこな

わ
れたのか見

み

ると、
　①�政

せいふとうぎょうせいきかん

府等行政機関、民
みんかん

間や組
そしき

織、企
きぎょう

業から
の支

しえんたいせい

援体制で選
せんしゅ

手の競
きょうぎりょくこうじょう

技力向上をサポー
ト。

　②�学
がっこう

校にIPCが作
さくせい

成したテキストを日
にほ ん

本の
協
きょうかい

会が整
せ い び

備して全
ぜんこく

国の小
しょうちゅうこう

中高の学
がっこう

校に
配
はいふ

布し啓
けいもうかつどう

蒙活動を推
すいしん

進。
　③�パラリンピックやアスリートたちのテレ

ビ、新
しんぶん

聞などのメディアを通
つう

じて高
たか

めた。
　④�ITによってスマートホンを使

つか

った
聴
ちょうかくしょうがいしゃ

覚障害者に対
たい

する会
かい わ

話、インターネ
ットによる買

か

い物
もの

、通
つうやく

訳ソフトの開
かいはつ

発、
ロボットによる生

せいかつほじょ

活補助、施
しせつ

設やイベン
トの案

あんない

内などを進
すす

めた。
　その結

けっか

果、日
にほん

本の選
せんしゅ

手は日
ひびだいかつやく

々大活躍と感
かんどう

動
を私
わたし

たちに与
あた

えてくれました。
　そして多

おお

くの金
きん

、銀
ぎん

、銅
どう

のメダルを獲
かくとく

得
し、日

ひ び

々テレビでの視
しちょうりつ

聴率は上
あ

がっていきま
した。
　日

にほん

本ではこれほど今
いま

まで障
しょうがいしゃ

害者の大
たいかい

会に対
たい

してテレビで観
かんせん

戦することはなかったと思
おも

い
ます。
　パラリンピック開

かいさいけっか

催結果について11月
がつ

８
日
か

の東
とうきょうしんぶん

京新聞でパラリンピックに対
たい

する報
ほうこく

告
が掲

けいさい

載されました。
　�大

たいかい

会の開
かいさいまえ

催前2019年
ね ん ど

度には障
しょうがいしゃ

害者への
理
りかい

解が62％に対
たい

して72％に上
あ

がりました。
しかし、細

こま

かく見
み

ていくと一
いっぱん

般の認
にんしき

識は上
あ

がりましたが、日
ひびしょうがいしゃ

々障害者に接
せっ

している人
ひと

たちからのいじめはあまり変
か

わりませんで
したという残

ざんねん

念な結
けっか

果もうかがえます。

　確
たし

かに大
おお

きな障
しょうがい

害を持
も

った人
ひと

が活
かつやく

躍し多
おお

く
のメダルを獲

かくとく

得して私
わたし

たちに感
かんどう

動を与
あた

えてく
れたと思

おも

います。
　パラリンピックの視

しちょうりつ

聴率も大
おお

いに上
あ

がった
と思
おも

っています。いつもはオリンピックアス
リートの人

ひと

たちが多
おお

くテレビで紹
しょうかい

介されてい
ましたが、今

こんかい

回の東
とうきょうたいかい

京大会は最
さいしょ

初からパラリ
ンピックのアスリート紹

しょうかい

介ばかりでした。私
わたし

は嬉
うれ

しいと思
おも

っていましたが、今
こんかいしら

回調べてみ
てうなずくことが出

で き

来ました。
　しかし、政

せいふおよ

府及びパラリンピック委
いいんかい

員会と
しては如

いか が

何にメダルを取
と

るためにアスリー
トの皆

みな

さんに支
し え ん

援を注
そそ

がれましたが、残
ざんねん

念
ながら過

か こ

去のロンドン、中
ちゅうごく

国、ロシア、ブ
ラジルなどの国

くにぐに

々がまずは障
しょうがいしゃ

害者への対
たいおう

応、
共
きょうせいしゃかい

生社会に積
せっきょくてき

極的に取
と

り組
く

んだ政
せいさく

策をし
ているのに、日

にほ ん

本ではメダル獲
かくとく

得に終
しゅうし

始し
一
いちばんたいせつ

番大切な共
きょうせいしゃかい

生社会を作
つく

る体
たいせい

制がなされてい
なかったことに気

き

が付
つ

きました。残
ざんねん

念に思
おも

い
ました。私

わたし

たちももっと早
はや

くパラリンピック
について学

まな

んでいたら声
こえ

と行
こうどう

動が出
だ

せたのか
も知

し

れません。
４　パラリンピック反

はんたいいけん

対意見
　インターネットの掲

けいさい

載されている主
おも

な記
き じ

事
の中
なか

から反
はんたいいけん

対意見を列
れっき

記してみました。
・�コロナ感

かんせん

染が拡
かくだい

大する中
なか

での東
とうきょうたいかい

京大会は人
ひと

の命
いのち

より開
かいさいゆうせん

催優先している。
・�パラリンピックは元

もともとせんしょうしゃ

々戦傷者のリハビリか
ら始

はじ

まったものである。
・�競

きそ

い合
あ

うことで社
しゃかいふっき

会復帰を促
うなが

すのが原
げんてん

点で
ある。
・�スポンサーから支

しえ ん

援を受
う

けられる一
ひとにぎ

握りの
パラアスリートが競

きそ

い合
あ

う大
たいかい

会。
・�IPC（国

こくさい

際パラリンピック委
いいんかい

員会）の定
さだ

め
た厳

きび

しい選
せんこうきじゅん

考基準をクリアした選
せんしゅ

手だけが
参
さんか

加できる特
とくべつ

別な大
たいかい

会。
・�パラリンピックは障

しょうがい

害を持
も

つ多
おお

くの人
ひと

とは
無
むえん

縁の世
せかい

界です。
・�オリンピックとパラリンピックは別

べつ

のもの
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です。オリンピックの中
なか

で多
たようせい

様性を謳
うた

って
も、決

けっ

して一
いっしょ

緒には出
で き

来ません。
・�パラアスリートの記

きろ く

録がオリンピックのメ
ダリストの記

きろ く

録を追
お

い越
こ

す勢
いきお

いの競
きょうぎ

技もあ
りますが、オリンピックの大

たいかい

会への参
さん か

加は
しりぞかれました。なぜかと言

い

えば「障
しょうがい

害」
を克
こくふく

服して一
いちりゅう

流にたどり着
つ

いたトップ・アス
リートの姿

すがた

は、人
ひとびと

々に感
かんどう

動を与
あた

え、「健
けんじょう

常」
と言

い

われる人
ひとびと

々に努
どりょく

力を求
もと

める格
かっこう

好の
道
どうとくきょういく

徳教育になります。実
じっさい

際にコロナ禍
か

の中
なか

で子
こ

どもたちにパラ観
かんせん

戦が検
けんとう

討されました。
・�与

あた

えられた枠
わく ぐ

組みの中
なか

で顕
けんしょう

彰されるパラリ
ンピックは真

しん

の障
しょうがいしゃりかい

害者理解とは程
ほどとお

遠いもの、
私
わたし

たちの求
もと

めるインクルーシブな社
しゃかい

会は、も
っと身

みぢか

近なところからしか始
はじ

まらないと思
おも

い
ます。障

しょうがい

害を持
も

つ人
ひと

とそうでない人
ひと

、障
しょうがいしゃ

害者
の中
なか

にも、より差
さべつ

別と分
ぶんだん

断、そして優
ゆうせいしそう

生思想
を内
ないほう

包するのがパラリンピックです。
・�オリンピックもパラリンピックも膨

ぼうだい

大な
建
けんせつひ

設費とその後
あと

の維
い じ か ん り

持管理が財
ざいせい

政を圧
あっぱく

迫す
る等
など

。
　またロゴス点

てんじ

字図
としょかん

書館の通
つうしん

信の巻
かんとうげん

頭言「あ
けのほし」で菊

きくちだいしきょうさま

地大司教様がパラリンピッ
ク精

せいしん

神について書
か

かれているそうですし、
日
にほん

本カトリック正
せいぎ

義と平
へいわきょうぎかい

和協議会ニュースレ
ター（JP通

つうしん

信230号
ごう

2021.10.1発
はっこう

行）では
浜
はまのりこ

矩子氏
し

（カトリック評
ひょうろんか

論家）と中
なかのこういち

野晃一氏
し

（上
じょうちだいがくこくさいきょういくがくぶきょうじゅ

智大学国際教育学部教授・政
せいじがく

治学）のパ
ラリンピックについて強

つよ

い反
はんたいいけん

対意見が掲
けいさい

載さ
れているそうです。
　残
ざんねん

念ながら上
じょうき

記の内
ないよう

容を得
え

ることが出
で き

来ま
せんでしたので、出

で き

来ましたら皆
みな

さまは見
み

て
頂
いただ

きパラリンピックについてさらに理
りかい

解を深
ふか

めて頂
いただ

ければ幸
さいわ

いです。
　今

こんかいはじ

回初めてパラリンピックついて調
しら

べ、
まだまだ色

いろいろ

々な意
い け ん

見があると思
おも

いますの
で、パラリンピックの是

ぜ

か否
ひ

の判
はんだん

断を書
か

くこ
とは出

で き

来ませんでした。その判
はんだん

断と今
こ ん ご

後の
情
じょうほうしゅうしゅう

報 収 集は皆
みな

さまにゆだねたいと思
おも

います。

　読
どくしゃ

者からのご意
い け ん

見と
　　その回

かいとう

答について

事
じむきょくちょう

務局長　小
こいけ

池　政
まさお

男

ご意
いけん

見の趣
しゅし

旨
　『私

わたし

は長
なが

く精
せいしん

神の人
ひと

を含
ふく

めてボランティア
しています。カ障

しょうれん

連の機
き か ん し

関紙「わ」会
かいほう

報の中
なか

で「障
しょうがい

害」という表
ひょうき

記を使
つか

われておりますが、
この表

ひょうき

記を見
み

ると「障
しょうがいしゃ

害者＝害
がい

」となり、心
こころ

が痛
いた

みます。社
しゃかい

会は「障
しょう

がい者
しゃ

」という表
ひょうき

記
に代

か

わって来
き

ているのでカ障
しょうれん

連も「障
しょう

がい
者
しゃ

」と表
ひょうき

記を変
か

えて頂
いただ

きたい。またカ障
しょうれん

連と
して「障

しょうがい

害」の表
ひょうき

記を使
つか

う理
りゆ う

由があるのなら
その意

い み

味を教
おし

えて頂
いただ

きたい。』という意
いけ ん

見で
した。
回
かいとう

答
　前

ぜんかい

回の93号
ごう

でカ障
しょうれん

連に対
たい

する質
しつもんなどいただ

問等頂き
たいと掲

けいさい

載させて頂
いただ

きました。早
さっそく

速ご意
いけん

見を
頂
いただ

きありがとうございました。
　確
たし

かに昔
むかし

から障
しょうがい

害、障
しょうがい

碍、障
しょう

がいの表
ひょうき

記に
ついて色

いろいろ

々な意
いけん

見がありました。
　私
わたし

がカ障
しょうれん

連の役
やくいん

員になった時
とき

に、今
いま

は帰
きてん

天
された中

なかはらもとかいちょう

原元会長に、なぜカ障
しょうれん

連は「障
しょうがい

害」と
表
ひょうじ

示するのですかと聞
き

いたことがありました。
　元

もと

会
かいちょう

長は、カ障
しょうれん

連は、障
しょうがいしゃ

害者の立
たちば

場を向
こうじょう

上
するためには法

ほうりつとうふく

律等含めて変
か

えて頂
いただ

く使
し め い

命
を持

も

っているので、法
ほうりつようご

律用語に合
あ

わせた
「障
しょうがい

害」を使
つか

っています。とお聞
き

きした思
おも

い
があり、私

わたし

もその時
とき

は納
なっとくいた

得致しました。
　今
こんかいあらた

回改めて「障
しょうがい

害」の表
ひょうき

記について、DPI
の資

しりょう

料に良
よ

くまとめられているものを紹
しょうかい

介さ
せて頂

いただ

きました。DPIはご存
ぞん

じの方
かた

が多
おお

いと
思
おも

いますが、1981年
ねん

の国
こくさいしょうがいしゃねん

際障害者年を機
き

に
シンガポールで国

こくさいしょうがいしゃうんどう

際障害者運動のネットワー
クが結

けっせい

成された団
だんたい

体です。現
げんざい

在は130か国
こく

が
加
かめ い

盟しております。その中
なか

でDPI日
にほ ん か い ぎ

本会議は、
過
か こ

去に政
せいふ

府の見
けんかい

解を含
ふく

めてまとめられたメッ
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二
〇
二
一
年
十
二
月
十
四
日
発
行
（
毎
週
火
曜
日
）
増
刊
Ａ
Ｊ
Ｕ
一
四
三
八
六
号　

発
行
所　

東
海
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

名
古
屋
市
中
区
丸
の
内
三
―
六
―
四
三　

み
こ
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
四
Ｆ　

低
料
第
三
種
郵
便
物
承
認　

定
価
一
〇
〇
円

連
れんらくさきおよ

絡先及びご入
にゅうかい

会の申
もう

し込
こ

み先
さき

事
じ

務
む

局
きょく

：〒466-0037　名
な ご や し

古屋市昭
しょうわく

和区恵
えほ う

方町
ちょう

2-15
　　　　　名

な ご や

古屋教
きょうく

区カリタス福
ふくしいいんかいしつない

祉委員会室内
　　　　　日

にほん

本カトリック障
しょうがいしゃれんらくきょうぎかい

害者連絡協議会
　　　　　Tel：052-852-1426　fax：052-852-1422

郵
ゆうびんきょく

便局振
ふりかえ

替口
こう

座
ざ

番
ばんごう

号：0 0 1 0 0 - 7 - 3 1 2 5 4
（同
どうふう

封の振
ふりこみ

込用
よう し

紙をご利
りよう

用ください）

会
かい

　　費
ひ

：年
ねんかん

間１口
くち

　1,000円
えん

　　　　　（団
だんたい

体　10口
くち

以
いじょう

上　個
こじ ん

人　１口
くち

以
いじょう

上）

加
かにゅうしゃ

入者名
めい

：日
に

本
ほん

カトリック障
しょうがいしゃ

害者連
れんらく

絡協
きょうぎかい

議会

セージです。
　この中

なか

で言
い

っていることに
「障
しょうがいしゃ

害者」「障
しょうがいしゃ

碍者」「障
しょう

がい
者
しゃ

」の表
ひょうき

記の基
きほんてき

本的な考
かんが

え方
かた

が記
しる

されています。
①�私

わたし

た ち の「 障
しょうがい

害 」 は
機
きのうしょうがい

能障害をもつ人
ひと

が抱
かか

える
社
しゃかいてき

会的な不
ふ り

利は社
しゃかい

会のバリ
ア（障

しょうへき

壁）によって生
しょう

じる
ものであり、その点

てん

を象
しょうちょう

徴
する表

ひょうき

記として「障
しょうがい

害」の
ままで変

か

える必
ひつよう

要がないと
いうことです。
②�「障

しょうがい

碍」は本
ほんらいぶっきょうご

来仏教語に
由
ゆらい

来する「障
しょうげ

碍」の語
ごげん

源に
関
かん

する問
もんだい

題があるため、良
い

い意
い み

味を持
も

つものではない
ということです。
③�「障

しょう

がい」として「害
がい

」の
字
じ

を表
ひょうめんじょうさ

面上避けることは
原
げんいん

因が障
しょうがい

害をもっている
個
こじん

人にあるとする医
いりょう

療モデ
ル（個

こじん

人モデル）になってし
まうので、そうではなく障

しょうがい

害
を持

も

っている人
ひと

が社
しゃかいさんか

会参加
できない障

しょうへき

壁を取
と

り除
のぞ

くこ
とを基

きほん

本とする社
しゃかい

会モデルのために私
わたし

たちの
使
しめい

命がある。
　（医

いりょう

療モデル（個
こじ ん

人モデル）から社
しゃかい

会モデ
ルへは機

き か ん し

関紙「わ」の90号
ごう

2020.9.1発
はっこう

行を
ご覧

らん

ください）
　カ障

しょうれん

連とDPI日
に ほ ん か い ぎ

本会議は創
そうりつ

立の頃
ころ

から役
やくいん

員
を含
ふく

めて深
ふか

くつながっておりますので、とも
に同

おな

じ考
かんが

え方
かた

で「障
しょうがい

害」の表
ひょうじ

示がなされて
きたと思

おも

います。そして今
こ ん ご

後も「障
しょうがい

害」の
表
ひょうき

記を使
つか

い、「障
しょうがい

害」の「害
がい

」は個
こじ ん

人ではな
く社
しゃかい

会に問
もんだい

題がある社
しゃかい

会モデルに向
む

かって歩
あゆ

んでいきたいと思
おも

っておりますので宜
よろ

しくご
理
りかい

解いただければ幸
さいわ

いです。

障
しょう

「害
がい

」「がい」DPIコラム

12


